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「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 3）」

八 木 祐 子

. はじめに

本稿は、筆者が、2018年に、北インド、ウッタル・プラデーシュ（Uttar Prade ásh）州東部のアザ

ムガル（Azamgarh）県で調査をおこない、婚姻儀礼のさいに収集した民俗歌謡の事例報告の続編で

ある。調査地域はボージプリー（Bhojipuršƒ）というヒンディー語の東部方言を話す地域に属し、様

々な民俗歌謡がうたわれる地域として知られている［八木 1990］。調査地域において、婚姻儀礼は、

シャーディー（ ÁS šadšƒ）、ゴウナー（Gaun ša）、ドーゲー（Doge）の 3 段階にわたっておこなわれる。

そのなかでも最も主要なシャーディーについて記述する。これらの様々な儀礼ごとに、婚姻儀礼の民

俗歌謡（Viv šah K ša Gšƒt）が、主に既婚女性たちによってうたわれる。1 日目～6 日目は、花嫁、花婿

双方の家で儀礼がおこなわれる。前々号の「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 1）」

で、婚姻儀礼の概要と 1 日目のウルド・チャーワル・チャンナー儀礼の民俗歌謡について報告［八

木 2020］し、前号の「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 2）」で、4 日目のウルド・

カー・ドイヤー・ドーナー、及び 5 日目のマンダップ・ウタルナーのさいにうたわれる民俗歌謡に

ついて報告した［八木 2021b］。今回は、6 日目の民俗歌謡について、報告する。当該地域の先行研

究や婚姻儀礼の詳しい過程、社会変化については、別稿を参照していただきたい［八木 1990, 1991,

1992, 1999, 2010, 2015, 2021a］。なお、とりあげる民俗歌謡の事例は、前々回、前回に続いている

ので、番号は前回の続きとする。

なお、本研究は、文部科学省の科学研究費基盤研究 C「北インド、ボージプリー文化圏の民謡に関

するジェンダー分析」（課題番号17K02032）の助成を受けており、本報告は、その成果報告の一部

である。

. 日目の民俗歌謡
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. 日目の民俗歌謡

6 日目は、マットマンガラ（matma ·ngala、マットは「土」、マンガラは「吉兆」を意味）の日とよ

ばれ、7 日目におこなわれるビヤーフ（biy šah）の準備に関わる一連の儀礼が、花嫁・花婿双方の家

でおこなわれる。この日は、婚姻の成功を祈ったり、祖先を招待する儀礼が中心におこなわれる。

まず、司祭が、婚姻が無事におこなわれるように願い、カンガー（ka ångh ša）というお守りの日を、

花嫁あるいは花婿の右手首に巻く。ナーイー・カーストの女性、ナウンがマンダップ（man ådap）と

いう結婚式場を、牛フンで清め、吉兆な文様を描く。

 カルヤーン・プージャー

カルヤーン・プージャー（kaly šan p šuj ša）は、司祭が結婚の成功を祈願する礼拝である。司祭が礼

拝をしているその横で、女性たちが事例18のような民謡をうたう。

（事例18）

dhanya ehšƒ jagahiy ša kai bh šag ho jah ša ãn hole havaniy ša.

hamare havan me R šam jšƒ šae sathav ša me Sšƒt ša raniyav ša ho.

dhanya dhanya ehšƒ jagahiy ša kai bh šag ho jah šan hole havaniy ša.

hamare havan me Vishnu jšƒ šae sathav ša me Laxmšƒ raniyav ša ho jah ša ãn hole havaniy ša.

dhanya dhanya ehšƒ jagahiy ša kai bh šag ho jah ša ãn hole havaniy ša.

hamare havan me Shankar jšƒ šae sathav ša me P šarvatšƒ raniyav ša ho jah ša ãn hole havaniy ša.

dhanya dhaniya ehšƒ jagahiy ša kai bh šag ho jah ša ãn hole havaniy ša.

ホーマ（護摩）をするところがあります。その場所でホーマがおこなわれます（とても素晴らしい）。

私のホーマに、ラーマ・ジーがやって来ました。一緒に、シーター姫もやって来ました。

ホーマをするところがあります。その場所でホーマがおこなわれます（とても素晴らしい）。

私のホーマに、ヴィシュヌ・ジーがやって来ました。一緒に、ラクシュミー姫もやって来ました。

ホーマをするところがあります。その場所でホーマがおこなわれます（とても素晴らしい）。

私のホーマに、シャンカル・ジーがやって来ました。一緒に、パールヴァティー姫もやって来ました。
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ホーマをするところがあります。その場所でホーマがおこなわれます（とても素晴らしい）。

 ハリス・ガーダナー

結婚式場の真ん中に穴を掘り、5 人の親族が鋤（ハリス）をたてる。この鋤は、結婚の柱と呼ばれ、

ナウンがウコンと牛糞を塗って、浄化する。そのさいに、既婚女性が儀礼場をつくる過程をうたう。

この後、様々な儀礼や民謡のなかで、5 人や 5 回など、数字の「5」が登場する。ヒンドゥー教で

は奇数が吉兆とされ、とくに「5」はおめでたい数字であり、婚姻儀礼において多用される。

今回の婚姻儀礼では、ハリス・ガーダナーと並行して、次のカラーシュ・ゴータナーがおこなわれ

ており、そちらの方に近所の女性が集まっていたので、ハリス・ガーダナーの民謡はうたわれなかっ

た。

 カラーシュ・ゴータナー

鋤の横には、ガンジス川の聖水やウコンを入れ、5 枚のマンゴーの葉で蓋をしたカラーシュ

（kalash）あるいはカラサー（kalas ša）と呼ばれる土の壺を置く。マンゴーも、吉兆なものと言われ

ている。この壺に、女性たちが事例19や事例20の歌をうたいながら、牛糞、コメ、オオムギをつけ

る。この壺は、非常に吉なる壺と言われている。事例19の民謡の冒頭に、6 万ルピー（1 ルピーは、

2018年時点で、約1.6円）という歌詞がでてくるが、1990年代にも同様な民謡があり、そのときは、

もっと安く数千ルピーであった。

（事例19）

bol ša bahinšƒ k šav leb šu kalas ša bhar šašƒ jšƒ.

s ša ådšƒ lebai s šay ša lebai bl šaus kai se åt lag šašƒ jšƒ.

s šatha sau rupaiy ša lebai kalas ša bhar šašƒ jšƒ.

shahare se bhaiy ša ainai åtika åt ka åt šai jšƒ.

bol ša bahinšƒ k šav leb šu kalas ša bhar šašƒ jšƒ.

言ってください、バヒニー（姉妹）よ。何をもっていきたいですか。カラサーをつくるのに。

サリーをもっていきたいです。サヤーをもっていきたいです。ブラウスのセットをもっていきたいで

す。

6 万ルピーをもっていきたいです。カラサーをつくるのに。
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街からバイヤー（兄弟）が来ました、チケットを買って。

言ってください、バヒニーよ。何をもっていきたいですか。カラサーをつくるのに。

（事例20）

are tehi cha ådhi chitavai bšƒran bhaiy ša bahiniy ša hamaršƒ šavai.

dhan šavati b ša åtšƒ b šab ša ke dul šaršƒ garabh jini boly ša.

dhan bai åth ša t šu hamare ma ådauv ša kalas ša hamar ša go åt åh ša.

bh šaujšƒ kalas ša go åthaunšƒ k šav deb šu kalas ša tuhar ša go åt åhab.

tuhai debo h šathe kai mun šariy ša bhayanav ša h šathe to åda.

アレ、そこから上に登ってみたら、ビーランバイヤー（兄弟）、バヒニー（姉妹）が、私のところに

（婚姻儀礼のために）来ました。

ダン（妻）よ、やって来ました、バーバー（祖父）のドゥラリー（娘）が怒っているので、（何も）

話さないでください。

ダンよ、あなたは座って、私の結婚式場のカラサーに、ゴーター（牛フンをつけて浄化する）をして

ください。

バーウジー（嫁）よ。カラサーにゴーターをしたら、何をくれますか。あなたのカラサーにゴーター

をしたら。

あなたにあげます、手にムナリ（指輪）を。バヤナワー（義理の姉妹の息子）には、腕に銀の腕輪を。

 クトナー

既婚女性 5 人が、杵でコメを突いて、祖先の食事をつくり、婚姻儀礼に招待する。このとき、父

方の 3 代前からの祖先の名前を入れてうたう。クトナーや次のチューリー・ネオターは不慮の事故

や天寿をまっとうせずに亡くなった祖先たちを、悪さをしないように婚姻儀礼にあらかじめ招待する

ものである。

 チューリー・ネオター

既婚女性 5 人が、突いた米を、左回りに 5 回まわりながら、マンダップの東西南北に置く 4 つの

壺に、コメを入れる。このとき、父方の 3 代前からの祖先の名前を入れてうたう。

事例21と事例22は、クトナーとチューリー・ネオターのさいにうたわれる。ネオターは、花嫁や
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花婿、その家族に、お祝いのお金や品々をあげて、祝福することである。

（事例21）

nau man kai lejuršƒ am šai re m šanorath ša.

kavane r šam kai okharšƒ kavane r šam kai m šusar.

nau man kai lejuršƒ am šai re m šanorath ša.

Isardei kai okharšƒ falane r šam kai m šusar.

nau man kai lejuršƒ am šai re m šanoath ša.

Isaral bisaral šag kai jaral p šanšƒ kai burhal kir ša kai k ša åtal.

aur keh šu hoi tau onah šu kai nevat ša.

9 マン（1 マンは約40キロ）のレジュリー（井戸の水を壺でひきあげるときのロープ）が来ました。

どこのラーマのオカリー（臼）ですか、どこのラームのムーサル（杵）ですか。

9 マンのレジュリーが来ました。

イサルデイ（花嫁の祖母の名前）のオカリーです。誰かのムーサルです。

9 マンのレジュリーが来ました。

忘れてしまった人、火で焼けた人、水でおぼれた人、ヘビにかまれた人、

そして、誰か、みんなすべてを招待します。

（事例22）
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are p šap ša hamare dihai haradšƒy ša tau bhaiy ša mor bol šavai.

bahinšƒ hamare nevate t šuhšƒ šay ša.

keke mai saupo mai an ådhan bhaiy ša.

keke saupo h šathi mah šavat nevate tohare šašƒ.

keke mai saupo an ådhan auro sarva ådhan bhaiy ša.

keke saupo sh šahar Ban šaras nevate tohare šašƒ.

s šas šu ke soup ša t šu an ådhan aur sarva ådhan bahinšƒ.

nanado ke sh šahar Ban šaras nevate šay ša.

šaino hai b šagiy ša ke kone tab bhaujšƒ hanainšƒ kev ša ådiy ša nanadiy ša hamaršƒ šavai.

bhal kail šu e bhaujšƒ bhal kail šu hanail šu kev ša ådiy ša.

bhaujšƒ khi ådkšƒ se dekhab tor biyahav ša ghumari ghar j šaib.

keh šu åd šarai dui ch šar keh šu d šarai das pa ãnch.

are moršƒ nanadšƒ åd šarainšƒ sav ša åderh bhale ho nanado ainšƒ.

keh šu bat šav šal ša ch šuche ch šuche.

are moršƒ nanado bat šavai dhen šu gaiy ša.

アレ、パーパー（父）よ、私のウコンを配ってください。私のバイヤー（兄弟）を呼んでください。

私のバヒニー（姉妹）よ、ネオターをしに、あなたが来てください。

誰々に与えますか。私のお金（ルピーとパイサ）を。バイヤーよ。

誰々に与えますか。象のドライバーを。ネオターをしに、あなたが来ます。

誰々に与えますか。私のお金を。そして、すべての財産を、バイヤーよ。

誰々に与えますか。バナラス市を。ネオターをしに、あなたが来ます。

サースー（姑）に与えますか、あなたのお金を。そして、すべての財産を、バヒニーよ。

ナナド（義理の姉妹）よ。バナラス市を。ネオターをしに、あなたが来てください。

（義理の姉妹が）来ました、庭のコーナーに。そのとき、バウジー（兄嫁）が閉めました、扉を。私

のナナディア（義理の姉妹）が来ました。

何ていいことをしました、バウジーよ。何ていいことをしました、扉を閉めました。

バウジーが窓から見ます、あなたの結婚を。戻って家に行きます。
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誰が与えますか、2、4（ルピー）を。誰が与えますか、10、5（ルピー）を。

アレ、私のナナディ（義理の妹）よ。125、150（ルピー）を与えたので、ナナド（義理の姉妹）が

来ました。

誰が与えますか。何も与えません。

アレ、私のナナドに、与えます。牝牛を与えます。

 チュンマー

5 人の少女が、交代で、花嫁あるいは花婿の身体の 5 か所に、ウコンをつけて祝福する。そのさい

に、既婚女性たちが、その場にいる家族や親戚、近所の少女たちの名前を、即興で入れて、事例23

のような民謡をうたう。名前を呼ばれた少女は、花嫁や花婿にウコンをつけて祝福する。

（事例23）

ch šumai je bai åthainšƒ kavan dei b šab šare kavane r šam kai ådheri.

ch šumai je bai åthainšƒ Monik ša dei b šab šare Furdul r šam kai ådheri.

ch šumai je chalainšƒ K šajal dei b šab šare Ghanshy šam r šam kai ådheri.

hikbhar ch šumaih šu K šajal dei mukhabhar deu ashish.

ch šumai bai åthainšƒ Ni ásh šu dei b šab šare Arvind r šam kai ådheri.

チュンマーのために、座っています、どんな娘が。誰の娘ですか。

チュンマーのために、座っています、モニカが。フルドゥル・ラームの娘です。

チュンマーのために、座っています、カージャルが。ガンシャーム・ラームの娘です。

すべてチュンマーしてください。カージャルよ。口で言って、祝福を与えます。

チュンマーのために、座っています、ニシューが。アルビンド・ラームの娘です。

 ドオンディ・バーンダナー

各家庭に、油や、炒めた小麦粉、黒砂糖を配る。近所の人たちが、入れ物をもって、マンダップに

集まる。今回の婚姻儀礼では、チュンマーと並行しておこなわれていたため、ドオンディ・バーンダ

ナーのさいにも、チュンマーの民謡が繰り返しうたわれていた。
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 イムリー・ゴータナー

母親の兄弟（m šam ša）が、花嫁、あるいは花婿に、イムリーの葉を 5 回、口に噛ませる。今回の婚

姻儀礼では、チュンマーと並行しておこなわれていたため、イムリー・ゴータナーのさいにも、チュ

ンマーの民謡が繰り返しうたわれていた。

 シル・ポナー

夜に、花嫁あるいは花婿の父親と母親が布をかぶり、小麦粉を練ったパンであるチャパティーをつ

くる。これは、風の神と水の神に結婚の成功を願うとともに、祖先を婚姻儀礼に招待する意味をも

つ。そのさいに、事例24のように、具体的に、亡くなった先祖の名前を入れて、既婚女性が歌をう

たう。デオターとネオターなど、韻を踏んでいるのが、北インドの民俗歌謡の大きな特徴である。

（事例24）

p ša ãnch hšƒ p šan nau devat ša sarage je b ša åtai L šals ša r šam ša auro Mangar šu r šam ša onah šu kai nevat ša šaj.

p ša ãnch hšƒ p šan nau devat ša sarage je b ša åtai auro kavan r šam ša onah šu kai nevat ša šaj siliy ša pohiy lai j šay.

sarage je b ša åtai Jhink šu r šam auro A ådh šar r šam ša auro Tršƒbenšƒ r šam onah šu kai nevat ša šaj šapan siliy ša pohiy lai

j šay.

sarage je b ša åtai Jaikaran b šab ša auro Dukhšƒ b šab ša auro Sokh ša b šab ša šapan siliy ša pohiy lai j šay.

p ša ãnch hšƒ p šan nau devat ša sarage je b ša åtai Lodašƒ b šab ša auro Jhink šu b šab ša onah šu kai navat ša šapan siliy ša

pohiy lai j šay.

sarage je b ša åtai Jaikaran b šab ša auro Balašƒ b šab ša auro Dukhšƒ b šab ša šapan siliy ša pohiy lai j šay.

sarage je b ša åtai Gunašƒ r šam auro R šup ša r šam ša šapan siliy ša pohiy lai j šay.

sarage je b ša åtai kavan r šam ša šapan siliy ša pohiy lai j šay.
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bh šulal bisaral šagi kai jaral p šanšƒ kai b šu ådal kšƒr ša kai k ša åtal bicchšƒ kai m šaral siliy ša pohiy lai j šay.

chuliy ša ke pichav ša Uluk ša dešƒ auro Juhuk ša dešƒ onah šu kai nevat ša.

p ša ãnch hšƒ p šan nau devat ša onah šu kai nevat ša aga ådal pacha ådal bhul šayal sabahšƒ kai nevat ša.

5 つのパーン（ビンロウジュの実を使った嗜好品）、9 人の神様、天国にすわっているラルサー・ラ

ーム（花嫁サンギータの祖父）、そして、マンガルー・ラーム（花嫁サンギータの祖父の兄弟）、彼ら

のネオターをします、今日は。

5 つのパーン、9 人の神様、天国にすわっている誰かのラーム、彼らのネオターをします、今日は。

シル・ポナーをします。

天国にすわっているジンクー・ラーム（花嫁サンギータの叔父）と、アダル・ラーム（花嫁サンギー

タの父）、そしてトリベニ・ラーム（花嫁サンギータの叔父）、彼らのネオターをします、今日は。あ

なたのシル・ポナーをします。

天国にすわっているジャイカラン・バーバー（近所の男性パラートの祖父）と、ドゥキー・バーバー

（近所の男性ラームパリートの父）、そして、ソーカ・バーバー（近所の男性ラームラカンの兄弟）。

あなたのシル・ポナーをします。

5 つのパーン、9 人の神様、天国にすわっているロダイ・バーバー、そして、ジンクー・バーバー、

彼らのネオターをします、今日は。あなたのシル・ポナーをします。

天国にすわっているジャイカラン・バーバーと、バライ・バーバー（近所の男性ラームジートの父）、

そして、ドゥキー・バーバー、あなたのシル・ポナーをします。

天国にすわっているグナイ・ラーム（近所の男性ラームパリートの兄）と、そして、ルーパー・ラー

ム（近所の男性ラームラカンの兄弟）、あなたのシル・ポナーをします。

天国にすわっている誰かのラーム、あなたのシル・ポナーをします。

忘れた人たち、火でやけどした人、水でおぼれた人、ヘビにかまれた人、サソリで刺されて亡くなっ

た人、シル・ポナーをします。

炉の後ろにいるウルカー・デーイー（炉の神）、そして、ジュフカー・デーイー（炉の神）、彼らのネ

オターをします、今日は。

5 つのパーン、9 人の神様、彼らのネオターをします、今日は。前にも後ろにも（後にも先にも）忘

れた人たち、すべてネオターします。

おわりに

本稿では、6 日目におこなわれる儀礼と民俗歌謡を記述してきた。6 日目は、さまざまな儀礼がお

こなわれるため、婚姻儀礼がおこなわれる花嫁あるいは花婿の家では、その準備に忙しい。1990年

代や2000年代に調査した婚姻儀礼においては、儀礼にあわせて 1 つずつ対応する民俗歌謡がうたわ

れることが多かった。だが、近年では、婚姻儀礼の規模の拡大や参加者の増加などにより、準備をす

る女性の忙しさは以前より増しており、そのため、同時並行で儀礼がおこなわれるものもあり、必ず
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しも、対応する民俗歌謡がうたわれなくなっている。次回は、花嫁、花婿が揃っておこなわれる 7

日目の儀礼と民俗歌謡について述べていきたい。
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〈参考資料〉

（写真 1～2）写真 1 は、カルヤーン・プージャーをおこなっているところである。左側に司祭、奥に花嫁の母

親が座っている。そのさいに、事例18の民謡を、女性たちがうたう。写真 2 は、結婚式場の真ん中に、結婚の柱

と呼ばれるハリスをたてるハリス・ガーダナーをおこなっているところである。司祭、花嫁、3 人の親族の 5 人

でハリスを持って、立てている。

〈写真 1〉 〈写真 2〉
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（写真 3～4）写真 3 は、カラーシュ・ゴータナーで、右側の女性が土の壺に、牛糞、コメ、小麦をつけている

ところである。そのさいに、事例19、20の民謡を女性たちがうたう。写真 4 は、既婚女性 5 人が、杵でコメを突

き、祖先の食事をつくるクトナーをおこなっている様子である。祖先の名前を入れた事例21、22の民謡を、既婚

女性たちがうたう。

〈写真 3〉 〈写真 4〉

（写真 5～6）写真 5 は、チュンマーをおこなっているところである。5 人の少女が、花嫁の身体の肩や腕、膝

など 5 か所に、ウコンをつけて祝福する、そのさいに、事例23のような少女の名前を入れた民謡を、既婚女性が

うたう。写真 6 は、村の各家庭に、油や黒砂糖、小麦粉を配るドオンディ・バーンダナーの様子である。花嫁の

甥が、近所の女性に小麦粉を配っている。

〈写真 5〉 〈写真 6〉
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（写真 7～8）写真 7 は、布をかぶって、小さなチャパティーをつくり、婚姻儀礼に祖先を招待するシル・ポナ

ーをおこなっている様子である。そのさいに、事例24の民謡が既婚女性によってうたわれる。写真 8 は、シル・

ポナーが終わり、布をとったところである。花嫁の父親と母親がおこなう場合が多いが、今回の婚姻儀礼では、

花嫁の父親が亡くなっているため、花嫁の父の兄の次男とその嫁がかわりにおこなった。

〈写真 7〉 〈写真 8〉


